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若者自立支援活動の成果をいかに評価するか
―「若者ミーティング」スタッフへの聞き取りを通して考える―
山　尾　貴　則
１　はじめに
　2003年に「若者自立・挑戦プラン」が当時の政府により策定され、若者自立支援活動が
実施されるようになってすでに10年余りが経過している。これらの活動においては、当初
主として経済的自立に重きが置かれ、無業状態にある若者やフリーター等の不安定な就労
形態にある若者たちへの就労支援（経済産業省のジョブカフェなど）が実施されてきた。
その後、玄田有史などにより紹介されたニートという概念が人々の耳目を集める中で、若
者が抱えている自立に関する困難が経済的自立という一点に回収されるようなものではな
く多様な困難が積み重なり相互に作用しあうことによって生じていることが徐々に明らか
にされてきた。
　こうした変化に呼応するように、「若者自立塾」（厚生労働省）や「地域若者サポートス
テーション」（厚生労働省）が設置された。それらの活動においては就労支援と同時に、若
者自立支援活動を利用する若者たちの多くが抱える対人コミュニケーションに対する不安
に対応することを目的とした各種のプログラムが用意され、実施されてきた。しかしそう
したプログラムが逆に、若者たちに“自分はそのプログラムの中でコミュニケーションを
うまくできるのだろうか”という不安をもたらしてしまうことがあるという問題も生じた。
　この問題を受けて、地域若者サポートステーションの１つであるとちぎ若者サポートス
テーション（以下とちぎサポステと略記）において開始されたのが「若者ミーティング」
という、若者たちが集って気軽に話をするというプログラムである。筆者もこのプログラ
ムに参与し、そこでの若者たちの様子や彼らの語りを通して、社会的な自立が可能になる
には多様な承認の局面が必要となること、若者ミーティングはその中でも自己信頼とい
う承認のあり方を提供する場となり得ていることを明らかにしてきた（村澤・山尾・村澤 
2012）。
　しかし現在、利用者の就労実績からサポステを評価するという観点が強まり、若者ミー
ティングを取り巻く状況が変化しつつある。若者ミーティングはとちぎサポステのプログ
ラムの１つであり、独立したプログラムとして独自のポリシーをもって運営されている。
しかし、サポステの１プログラムである以上、サポステ自体の意向から大きく外れること
は難しい。とちぎサポステは当然ながら就労を重要なゴールとしているものの就労支援に
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のみ特化することなく、利用者のニーズに合わせて多種多様なプログラムを開発しきめ細
やかな対応をするという点に、その特質がある１）。しかし現在、とちぎサポステはもちろ
んのこと全サポステに対して、結果としての就労を促進することがますます強く求められ
るようになっている。どれだけの就労実績をあげたか、その成果がサポステの継続にとっ
て大きな規定要因になるという状況がこれまで以上に強まってきているのである２）。その
流れの中で、若者ミーティングにおいてもまた、就労支援という枠組に位置づくような形
でその趣旨等をアナウンスすることが求められるなど、変化が生じつつある。
　若者ミーティングが有する“自己信頼の回復の場となりうる”という性格は、若者たちが
社会的自立に向けて一歩を踏み出すことにとって大きな意味を持っている。しかし、就労
ということとは直接には結びついているわけではない。そうした性格を有する若者ミー
ティングに関して、“就労実績はどうか”という観点からのみ評価しようとするなら、若者
ミーティングには意味がないという判断を下さざるを得なくなる。そうではなく、若者ミー
ティングが持つ意味を適切に把握、評価することはいかに可能か。本稿ではこの課題につ
いて、若者ミーティングの活動経緯をあらためて振り返るとともに、その活動を支えてき
たスタッフへの聞き取りから得られた語りを手がかりにして検討していくことにしたい。
２　若者ミーティングの沿革
　若者ミーティングは2008年にその活動がスタートした。その設立経緯については村澤・
山尾・村澤（村澤・山尾・村澤 2012）においても紹介したが、ここでは設立経緯も含め、
2015年現在に至るまでの変遷をまとめる。
2.1　きっかけ
　若者ミーティングは、栃木県宇都宮市で活動しているとちぎサポステの活動プログラム
の一つである。母体となっているとちぎサポステは、キャリアカウンセラーによるキャリ
アカウンセリング、臨床心理士による心理面接、来所することに困難のある利用者の自宅
１）この点については山尾（山尾 2011）を参照のこと。
２）下野新聞の2014年３月２日付けの記事によれば、政府の行革推進会議においてサポステ事業の有
効性に対して疑問が呈され、ハローワークや生活困窮者支援窓口への統合を求める意見が出たと
いう。ここで言う有効性がサポステ利用者の就労実績が高い水準で維持されるようにサポステ
が機能していることを意味しているのは言うまでもない。こうした動きに対して、同記事中では、
とちぎサポステの代表の「サポステに来る若者の多くは、背景に貧困やいじめ体験など課題を抱
えている。適性に応じ段階を踏んだ支援が重要で、ハローワークなどでの対応は難しい」との談
話が紹介されている。内閣官房サイトの「行政事業レビュー」平成25 年度版に掲載されている「「秋
のレビュー」（３日目）若者就職支援に関する事業（地域若者サポートステーション関連事業）」
も参照のこと。
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への訪問サポート（アウトリーチ）、サポステスタッフによる面談、ソーシャルスキルズ
トレーニング（SST３））、職場体験、パソコン講習等、多岐に渡る包括的な若者支援プロ
グラムを用意し、実施している４）。
　若者ミーティングは、とちぎサポステのあるスタッフの、「あの子たち、雑談が苦手な
のよね」というつぶやきから生まれたプログラムである。とちぎサポステに来所する若者
たちは、おしなべて他者とのコミュニケーションに対して不安感を抱えているが、他者と
まったくやりとりができないというわけではない。例えばコンビニに出かけ用事を済ま
す（当然そこでは店員とのやりとりも発生する）ことなどは問題なくできる。不安が高ま
るのは、日常的な、何気ないコミュニケーションの場面においてである。彼ら彼女らはさ
まざまな事情により、これまでの生活の中で他者とコミュニケーションするという経験が
あまり多くない。また、コンビニでの買い物を問題なくこなすと言っても、そこで交わさ
れるコミュニケーションは限定的なものであり、我々が日常経験している雑談、とりとめ
もない話というものではない。彼ら彼女らは、そのとりとめのなさに戸惑いや不安を覚え
ている。すなわち、人と話をするからには何らかの意味を持った話をしなければならない、
話には意味がないといけないという強迫的な思いを持っているのである。その結果、彼ら
は他者との何気ないコミュニケーションに多かれ少なかれ困難や不安を抱えた状態にある。
　彼ら彼女らのこうした問題は、「キャリアカウンセリング」や「心理面接」等で十分に
対応することは困難である。そうした支援は就労に関する問題や心理面での困難など、具
体的かつ明示化された問題ないし課題に対応するものである。そうしたプログラムからす
れば、雑談ができないという問題は、むしろそうした支援を受けられるようになるために
クリアしておく必要があるような、いわば支援“以前”に位置するものとなっている。
　ではコミュニケーションスキルを向上させるためのプログラム等を準備すれば事足りる
かと言えば、それもまた十分な対応策とはならない。他者と何気なくコミュニケーション
し、緊張や不安を覚えることなくともに時間を過ごすことが難しいということこそが、彼
ら彼女らの困難の内実である。そこへコミュニケーションを「うまくできるようになる」
ことを目標としたプログラムを導入するなら、「うまくできなかった」という経験を彼ら
彼女らに提供してしまうことになりかねない。それは彼ら彼女らの不安感をさらに高めて
しまうことになる。この危険性を回避しながら、雑談を中心とした居心地のいい場を作る
ことの必要性を、スタッフのつぶやきは示していたのである。
３）SST 普及協会によれば、Social Skills Training の略で、「社会生活技能訓練」や「生活技能訓練」
などと呼ばれる。認知行動療法をベースに開発された治療方法で、主として社会生活技能、疾病
の自己管理技能、日常生活技能などの向上に効果があるとされている。
４） なお2015年現在、栃木県内にはとちぎサポステを含め３つの地域若者サポートステーションが存
在し、活動している。
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　そこで企画されたのが、まずは彼ら彼女らが他者とのコミュニケーションを安心して体
験することをサポートし、孤立状態から脱することを目的とした、特に話題を定めない「雑
談的関わり」を中心に置いたプログラム、「若者ミーティング」である。
2.2　参加する若者たち
　若者ミーティングは、基本的には未就労の若者たちが参加する、若者たち同士のふれあ
いを目的にしたプログラムである。ただし、未就労でなければ絶対に参加できないという
制限は設けていない。参加者の問題は働いていないというところにあるのではなく、まさ
に他者とのかかわりに何らかの困難を抱えているというところにあるからである５）。参加
者が若者ミーティングに参加する経緯は様々である。例えばとちぎサポステではキャリア
カウンセリングを実施しているが、そこでのカウンセリングの結果若者ミーティングへの
参加を勧められるというケースがある。また心理面接を経て若者ミーティングに参加する
場合もある。あるいは他の若者自立支援組織での活動に参加した時に若者ミーティングを
知り、参加するようになったというケースもある６）。
2.3　若者ミーティングの進め方と「ルール」
　若者ミーティングは、当初毎月２回、土曜の午後２時間程度のプログラムとして始まっ
た。若者ミーティングは大きく２つのパートからなる。まず他者と安心して関わることを
目的として１時間程度の時間を取って、自己紹介（毎回あるテーマに沿って行う：好きな
食べ物について語る等）を行い、次に皆と一緒に同じ空間にいることから生じる緊張を
ほぐし、互いへの関心が持てるようになるよう、簡単なゲーム（アイスブレイク）を行う。
その後10分程の休憩を取り、クールダウンする７）。
　休憩後は１時間程度のフリートークとなる。このフリートークでは、参加者自身が抱え
る困難や現代社会の問題について互いに意見交換するなどの堅い話題が取り上げられるこ
とはなく、マンガ、アニメ、ゲーム、映画など、趣味の話題が中心である。先に述べたよ
うに、こうしたスタイルにしたのは、まずもってメンバーが気負い無く話せるようにとい
５） とちぎサポステやジョブカフェから紹介されたアルバイトに就いている参加者も存在する。また
ごく少数ながら、正規職に就きながら参加している者もかつて存在していた。
６） 栃木県では、引きこもりや不登校等の経験のある若者たちが中心となって企画された、若者たち
のイベントである「ワカモノフェスタ」が毎年開催されているが、そのスタッフ（若者ミーティ
ング経験者）から「イベントでも若者ミーティングをやってもらえませんか」との依頼を受けた。
いわば出張若者ミーティングであるが、そこに参加した若者が通常の若者ミーティングへも参加
するようになったという事例がある。なお、2014年12月には第９回のワカモノフェスタが開催され、
そこでも出張若者ミーティングが開催された。
７） この休憩の時間には、自己紹介で緊張がほぐれた参加者同士が自由にコミュニケーションすると
いうこともしばしば生じる。
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うねらいからである。
　フリートーク終了後は簡単な感想を書いてもらう。その後次回のスケジュールのアナウ
ンスをして散会となるが、この後しばらくの間、休憩時間と同じようにメンバーとスタッ
フとの、あるいはメンバー同士の自由なコミュニケーションが展開する。ここではじめて
屈託無く他の参加者と話ができるようになる参加者も少なくない。
　若者ミーティングには、「ルール」が３つだけある。それは「何を話してもいいし、話
したくなければ話さなくてもいい」、「相手の話を否定しない」、「あまり詮索しすぎない」
というものである。すでに述べたように、メンバーは総じて対人関係に何らかの困難を抱
えている。そんな彼ら彼女らが対人関係を紡いでいこうとする場合には、まずもって「そ
の場にともにいる」ということが達成される必要がある。そのためには、自分が触れられ
たくないことを詮索されることなく、あえて当たり障りのない話に終始し、相手から否定
されずに話ができたという感覚を持つことが重要である。
2.4　運営方式の変遷
　しかし参加者が増えてくるにしたがい、取り上げられる話題と話す人が限られるように
なってきたため、話したいテーマとして10項目ほどがリストアップされたアンケート用紙
を休憩時間に配布して希望を募り、希望の多い２、３のテーマを決定し、６人程度のグルー
プに分かれて話をする形式に移行していった。また“絵を描いてみたい”などのリクエスト
がメンバーから寄せられたこともあり、スケッチブックと筆記用具に加え、折り紙やビー
ズアクセサリーの作成キットなどをそろえ、フリートークの時間に並行して自由に制作作
業ができるコーナーも新たに設置した。
　さらにフリートーク、スケッチや手芸などの制作に加え、ゲームをするという新しいコー
ナーが追加されることになった。このゲームについては、他者と話をすることに苦手意識
をもち対人場面では緊張が高まってしまうメンバーでもゲームという対象を共有できるこ
と、今進行しているゲームという具体的なテーマについて話ができ、それをきっかけとし
て他の話題についても話ができるようになることなど、思わぬ効果も得られた８）。
　2015年１月現在、このゲームについては毎回一定の人数が参加している。また、新しい
ゲームを次々と持ち込むメンバーも出てきている、こうした変化自体は評価することがで
きるが、その一方でゲームの難易度によっては気軽に参加できないメンバーも出てくるこ
と、カードゲームに熱中しすぎて周りが見えなくなるという状況が生じること、複数の
メンバーがそれぞれ自分のやりたいゲームを持ってきてバッティングしてしまうことなど、
８） これらのゲームには、スタッフは何らかの手心を加えるなどせず、あくまでゲームを楽しむメン
バーのひとりとして参加するようにしている。
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いくつかの問題も生じている。そうした問題を解消すべく、現在では自分がやりたいゲー
ムがある場合にはスタッフに事前に申告してもらい、ゲームの難易度を確認したり他のメ
ンバーの希望との調整を行うなどしている。
2.5　若者ミーティングの実施頻度の変化
　若者ミーティングは、2008年の開始当初から基本的には上記のような形式で続けられて
いる。しかし若者ミーティングの実施頻度については、現在に至るまでに増加と減少とい
う変化を経ている。
　2008年に若者ミーティングがスタートして以来、メンバーは徐々に増加した。メンバー
が増えることは若者ミーティングの場が活気づくことを意味しており、それを喜ぶメン
バーも多く存在した。しかし同時に、「最近若者ミーティングのメンバーが多くなってし
まい、自分の話したいことが話せなくなっている」という声があがり、「もっと自由に、
プログラムを決めずにゆっくりと話したい」という要望が出されるようになった。そこで、
2010年４月より、それを実現する形で土曜日の若者ミーティングに加え、月に１回、木曜
日の18時から20時までの若者ミーティングを実施することにした。この若者ミーティング
ではスタッフの側で事前にプログラムを用意することは一切せず、参加したメンバーに
よってその都度その場でやりたいことが提案、調整、決定された。スタッフは、そのよう
にして決定したプログラムに参加するという形をとった９）。
　この若者ミーティングでは、通常の若者ミーティングでは必ずしも十分に話すことがで
きなかったメンバーが、より少ない人数の中で抵抗なく会話に参加し、自分からも話題を
提示することができるなどの効果があった。また、アルバイトなどを始めたことにより土
曜日に来ることが難しくなったメンバーが参加するなど、若者ミーティングへの参加可能
性が高まるという効果も見られた。
　だが月３回という若者ミーティングの実施により、スタッフの負担は必然的に高まるこ
ととなった。結果として、この若者ミーティングについては2010年度のみの実施にとどま
らざるを得なかった。その後2011年３月に、若者ミーティングの設立において中心的な役
割を果たしていたスタッフ10）が若者ミーティングの担当から外れることになるなど、ス
タッフの負担は高まり続けた。その結果、2011年度からは月２回の若者ミーティングを月
１回に変更せざるを得なくなった。
　その後の実施頻度には変化がなく、2015年１月現在、若者ミーティングは毎月１回、土
９） 木曜の若者ミーティングをしたいと最初に要望した何人かの主要メンバーの1人は、こうした形を
とった理由を「この若者ミーティングではみなさん（スタッフ）はスタッフではなくて、私たち
と同じメンバーであってほしい」と表現した。
10） 2010年度まで筆者と同じ大学に勤務していた同僚の教員。
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曜日の午後２時間にわたって行われている。参加者も12、３人ほどがいわば常連として固
定し、そこに新しい参加者が１、２人ほど加わるという形で、比較的安定した状態にある。
　なお、スタッフの変遷を含めた若者ミーティングの沿革については表１を参照されたい。
３　若者ミーティングを支えるスタッフ
　雑談をする、あるいは話をせずとも他者とともに一定の時間を過ごす。こうした、一見
なんでもないことを可能にする場として若者ミーティングは設立され、組織体制や実施内
容に関して若干の修正・変更をしながらも、基本的にはスタート当初からその姿を大きく
変えることなく継続的に実施されてきた。
　そこに参加するメンバーは、互いに脅かされることなく他者と共に過ごすという経験を
重ね、各自の自己信頼を回復していく。若者ミーティングはこのような機能を有している11）。
では若者ミーティングはいかにしてそのような場として機能することになったのだろうか。
　本プログラムが2008年４月にその活動を開始して以来、筆者はその主宰者という立場で
はあるものの、若者ミーティングを実質的に運営してきたのは、仕事の一環として、ある
いはそれぞれの仕事を持ちながら参加しているスタッフたちである。このスタッフたちが
いなければ、若者ミーティングを現在に至るまで継続させることはほぼ不可能であった。
同時に、手探り状態でスタートした若者ミーティングを現在の形へといわば育て上げ、若
者ミーティングに特有の性格を与えることになったのも、間違いなくこのスタッフたちで
11） 若者ミーティングにおけるメンバー同士のやりとりが自己信頼の回復に資するということに関し
ては、村澤・山尾（村澤・山尾 2009）においてA. ホネットの承認論の観点から検討をしている。
ホネットの承認論の概要については山尾（山尾 2009）も参照のこと。
表１　若者ミーティングの沿革
若者ミーティングの沿革
年 月 事項
2007 7
A氏，A氏と同期の大学院生，サポステで心理面接を担当していたM氏（大学教員）とK氏（他大学の大学院
生，サポステで心理面接も担当していた）により，若者ミーティングが試行される．
4 活動が正式にスタートする
4 A氏，修士論文執筆のためミーティングのスタッフを辞す
4 B氏がミーティングとは別プログラムとして，アートをテーマにした活動を開始する
4 B氏と同期の大学院生2人がスタッフに加わる
4 B氏と同期の大学院生2人がスタッフを辞す
4 A氏が再び若者ミーティングのスタッフとなる
4 B氏が正式に若者ミーティングのスタッフとなる
3 K氏がスタッフを辞す
4 M氏及び筆者が勤める大学の学部生であるS氏がスタッフに加わる
4 月に1回，木曜の夕方から開始するミーティングを新たに開始する
3 東日本大震災発生
3 若者ミーティングを立ち上げた中心人物M氏が活動を去る
3 木曜のミーティングの開催を終了する
4 M氏の紹介で，臨床心理士のC氏がスタッフに加わる
S氏がスタッフを辞す
A氏，B氏，C氏の3人体制が確立する
2013
2014 4 筆者が勤める大学の大学院に入学した大学院生がスタッフ見習いとして参加する
3
2008
2009
2010
2011
2012
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ある。
　ただしこのスタッフたちは若者ミーティングを立ち上げる当初から若者自立支援活動に
継続的に関わっていこうという明確な意思を有していたわけでは必ずしもない。そうした
スタッフたちが、結果的にはほぼ７年という期間にわたり若者ミーティングに関わり続け
ている。その間、スタッフたちは若者ミーティングを運営するにあたってどのような工夫
を行ってきたのか、あるいはどのような課題に直面してきたのか。スタッフたちにとって
若者ミーティングはどのような意味を持つことになったのか。そしてその成果についてど
のように考えているのか。以下では、こうしたスタッフたちの若者ミーティングとの関わ
りや、若者ミーティングが持つ意味に関するスタッフ自身の語りに基づきながら、スタッ
フたちの存在が若者ミーティングの性格とどのように関係しているかについて考えていく
ことにしたい。
　まず、若者ミーティングに最初期から関わり、若者ミーティングの性格を形作る上でも
重要な役割を果たしたＡ氏と、時期的にはＡ氏よりもやや遅れて参加したものの、参加以
来一貫して若者ミーティングの進行を担当し、名実ともに若者ミーティングの中心人物と
なっているＢ氏について、若者ミーティングに参加することになった経緯をまとめる12）。
3.1　Ａ氏の参加経緯
　Ａ氏は2008年４月に若者ミーティングが正式にスタートする以前の、2007年の秋口から
若者ミーティングに関わっているスタッフである。彼女は若者ミーティングの立ち上げに
携わりながら、若者ミーティングの方向性、具体的な進行の仕方など、最初期において基
本的な形を模索し続けた。
3.1.1　若者ミーティングに関わるきっかけ
　若者ミーティングにとってＡ氏は欠かせない存在である。しかしＡ氏には最初から若者
ミーティングを設立しようという明確な意思があったわけではない。設立に参加するよう
になったのはいわば偶然のいたずらである。Ａ氏は当時、心理学系大学院の修士課程１年
生であった。Ａ氏自身は若者自立支援を自らの研究テーマにしていたわけではない。それ
にも関わらず若者ミーティングのスタッフとなった経緯について、次のように語る。
12）現在、スタッフは筆者を含め４人（さらにスタッフ見習いが１人）である。また、現在に至るま
で複数のスタッフが参加し、それぞれの事情で若者ミーティングの場から離れていくことになっ
た。本論文では最初期の立ち上げの時から継続的に関わっている２人のスタッフに焦点を合わせ
て検討し、若者ミーティングのいわば骨格を浮き彫りにすることを目指す。その後の新しいスタッ
フの参加による変化については別稿を期したい。
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　私、青年期の方とか、成人の方の支援に関わるというのは、将来的
なビジョンとしても全然なくて、学校教育関係かなってなんとなく
思ってたんですけど…（略）…最初の経緯は何よりも、先に彼女（同
学年の大学院生：以下、括弧内は筆者補足）が、あの人は修論が青年
期の大学生が対象だったんですよ。
　それで彼女の指導の先生に、「青年期のことだったら（若者ミーティ
ングを企画した、当時筆者の同僚であった）あの先生が色々知ってる
からあんた勉強してきなさいよ」って言われたみたいで、「なんかそ
ういえば学生のアルバイト探してたわよ」みたいな。そもそも彼女に
多分そのバイトの話があったと思うんですけど、私たまたまその場に
いて、じゃあ私もついてこっかなあってついていったら、その先生に
「あ、ちょうど２人でええやん」って言われて、結局、２人で。最初
の立ち上げは、彼女ありきの、（私は）そのおまけですよ（笑）。
　つまり2007年秋口の若者ミーティングの試行的な実施の際には、同じ学年に在籍してい
た別の大学院生が中心となると考えられており、Ａ氏はその大学院生のサポート的な存在
として参加したのである。
3.1.2　若者ミーティングのありかたをめぐる模索
　偶然の参加ではあれ、Ａ氏は同学年の大学院生とともに若者ミーティングのスタッフと
して活動を開始することになった。Ａ氏によれば、若者ミーティングのあり方、進め方に
ついてはほとんど何も決まっていなかった。ただひとつ決まっていたのは、先述したとお
り、とちぎサポステのスタッフの「あの子たち、雑談ができないのよね」というつぶやき
に応えられる場にするということだけであった。
　（前出の）先生も、「そもそも暇をつぶせない人たちだよね」って。
雑談とかフリートークとか暇つぶしができないというか、意味のある
会話をしなきゃいけないっていう不安とか、強迫的な部分があるとい
うか、「でもそんな、俺らもそうやけどみんな別に意味のある会話な
んてしてねえよな」みたいな、そうだな、みたいな。（これを受け止
めた上でどうするかの）模索ですね。
　このことを実現すべく、Ａ氏たちはさまざまな試みをしていく。その際注意したのは、
この場に集う若者たちに特有の事情や若者ミーティングを行う環境に配慮しながら具体的
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なプログラムを考えていくということである。若者たちが若者ミーティングに参加するか
しないかは原則として自由である。それゆえ何人の参加者がいるのか、どのような課題を
もった若者たちが参加するのかについては、その都度始まってからしか分からない。若者
ミーティングがこうしたかたちをとったのは言うまでもなく、若者たちの参加へのハード
ルを下げるためであったが、結果として、スタッフの側での事前の準備が難しいという状
況も生じた。また、若者ミーティングに集う若者たちのコミュニケーションスキルや他者
との関係構築の力は総じて高くはなく、そのことを考慮に入れて具体的なプログラムを選
定していく必要があった。
　高度なことはできないと思ったんですよね。それはサポステに来る
人たちの能力的な問題とか、コミュニケーションのスキルの問題もあっ
て、高度なゲーム性があるものとか。あと時間的な制約もあったんで
そういうものはできないなとか、あと何人来るか分からなかったので
対戦系も難しいとか、いろいろ制約があったんですけど、結局エンカ
ウンターとかアイスブレイク的なものなら出来るんじゃないかという
のは何回かやって経験の中から学んだみたいなものがありますかね。
　Ａ氏らのこうした模索はしばらく続いたが、若者ミーティングに参加するメンバー全員
からの好評を得たわけでは必ずしもなかった。Ａ氏が述べるように、若者ミーティングに
集う若者たちは基本的にはコミュニケーションに不安を抱え、相対的にコミュニケーショ
ンスキルが高くはない。しかしまるで小さな子どもと同じように扱っていいわけではない
のは当然のことである。参加するメンバーが抱えている問題は、まさにそうした“普通の
若者とは異なる特別扱い”をされてきたこと、あるいは自分で自分を劣った存在だとみな
してきたことから生じている。それゆえ、“難しくないように、だれでもできるように”と
いう配慮は、時にメンバーの不満を生み出すことになった。また、メンバー同士が手をつ
なぐなどエンカウンター的なゲームについても、メンバーにとっては緊張感を高めるもの
になってしまうことがあった。
　そんな子供っぽいものできるかみたいなのとか、あと過敏さがある方
とかだと触ることの抵抗感とか距離感あって、ゲームをやっても、ちょっ
と乗ってもらえなかったりというのがあったんだと思うんですよね。
3.1.3　若者ミーティングからの離脱と再参加
　こうした課題を少しずつクリアしながら、Ａ氏は若者ミーティングの立ち上げの中心的
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なメンバーとして関わり、若者ミーティングの場がよりよいものになるよう模索を続けた。
その模索期間を経て、2008年４月の正式なスタートを迎えることになる13）。しかしＡ氏自
身は学業との関係でいったん若者ミーティングの場から離れることになった。その後2009
年に再度若者ミーティングのスタッフとして活動することになり、現在に至っている。若
者ミーティングに再度参加してＢ氏が最初に感じたのは、若者ミーティング全体の枠組が
以前よりもしっかりしていることだったという。
　結局スタッフがみんな知ってる人だったので（笑）、安心感があっ
たのと、なんかすごくグループとして成熟しているなっていうか。枠
がきっちりしてきたなって思ったんですよね。私はすごく模索した時
期にいたので、時間的な部分で何時から何時まで（とは決まっていた
ものの）、プログラムは行き当たりばったりみたいだったのが、結構
構造化されたって感じたんですよね。最初は自己紹介、アイスブレイ
ク、フリートーク、ゲームグループ、みたいに結構スケジューリング
がしっかりしてきたのと、（若者ミーティングに参加する）メンバー
が常に違っても枠がぶれないっていう、強さがグループとして出来た
のかなって。
　当然ながら、Ａ氏もまたこうした構造化されたグループの強さを支える重要なスタッフ
の一人として若者ミーティングの場に欠かせない存在となり、現在に至るまで若者ミー
ティングでの活動を続けている。
3.2　Ｂ氏の参加経緯
　Ｂ氏は2008年の秋口から若者ミーティングに参加して以来、現在に至るまでミーティン
グの司会進行はもちろんのこと、若者ミーティングを行う場所の確保やスケジュールの調
整、若者ミーティング後に参加者が記した感想の取りまとめなどを一貫して担当しており、
若者ミーティングにおける中心的な役割を担っている。
3.2.1　若者ミーティングに関わるきっかけ
　ただし、Ｂ氏も前述のＡ氏と同じく、最初から若者自立支援活動に自覚的に参与するつ
もりであったわけではない。Ｂ氏は若者ミーティングがその正式な活動を開始した2008年
４月にＡ氏と同じ大学院に入学し、当時筆者の同僚であった、若者ミーティングを立ち上
13）筆者はこの時点で若者ミーティングに正式に参加することになる。
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げた教員のもとで研究を進めることになった。しかし入学当初は若者自立支援活動をテー
マにした研究を行うつもりはなかった。
　もともとは修士論文のフィールドをどうしようかっていうお話をし
ていて、（前出の）先生がこういうところがあるよって紹介してくれ
たのが始まりで。その時は修士論文をひきこもりとかで書こうとは
思ってなかったんですけど、私は最初芸術とかそういう方面でやりた
いかなあと思っていて。
　私突っ走る人なので、先生がちょっと待て待てみたいな感じになっ
て、こういう人たちもいるからって、こういうフィールド（若者ミー
ティング）があるから、そこで試験的にやってごらんって。みんなで
工作したりとか、切り貼りしたりとか、そういうアートな感じのプロ
グラムを新しく入れてみるから、試験的にやってみないって言われて、
だからその時は今の３分の１の人数くらいでしたかね、参加者の人も
ね。ジョブカフェがあっち、県庁の方にあったとき14）、１つか２つく
らいのテーブルでやってたんですかね、それが始まりで。うん。
　このように、Ｂ氏はもともとアートセラピーなどに関心があったが、それが実際に大学
院での研究テーマとして成立しうるかどうかが不明であったため、まずは試行的にアー
トをテーマとした活動を行い、その結果をみて研究テーマとするかどうかを決めること
になった。その際に指導教員から提案されたのが、若者ミーティングに参加しているメン
バーを対象としたアート活動であった。だが活動を続けるうちに研究テーマが徐々に変化
し、若者ミーティングに参加するメンバーが参加を通してどのような気持ちの変化を経験
しているのかということをテーマにするようになっていった。
　それでやってくうちに、うーんアートだとちょっと難しいかなみた
いな感じになって。
　じゃあテーマをどう考えていこうかみたいな感じになったときに、
今の、修論書いたやつに、転換していったんですけど。
　このような形でテーマがかたまるまでは、Ｂ氏の活動は、月に２回実施していた若者ミー
14）2007年秋口の暫定的なスタート時、とちぎサポステは現在の所在地とは異なり、ジョブカフェの
スペースの一部を借りて業務を行っていた。若者ミーティングも、ジョブカフェの待合コーナー
を一時的に借りて実施していた。
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ティングとは別のプログラムとして実施されていた。その場には若者ミーティングに参加
しているメンバーも参加し、メンバーとの交流は存在していたが、Ｂ氏は未だ若者ミーティ
ングのスタッフではない、「アートの人」という位置づけであった。
　（若者ミーティングは）その時は月２回やってたんですよね。その
間の第１週か第３週の１回、番外編じゃないけど、アートみたいな感
じで行ってみて、多分集まる人はいると思うから、集まったらやって
みようって言われて。若者ミーティングとは別枠で。若者ミーティン
グではやってなかったです。
　（若者ミーティングで同じような活動をしようという気は）私はな
かったです、（若者ミーティングがどのような場なのか）分かってな
かったというのもあって、そんなにグイグイいっちゃっていいのかっ
ていうのもあったし、もともと修論のフィールド（にするかどうかの
プレ調査）でいったので、これで修士論文書くかどうかも分からない
ので、そこまでその、利用者さんを巻き込むじゃないですけど、（メ
ンバーにとって）エネルギーがいると思うことなので、そこまでグイ
グイいっていいのかなっていうのがあったので。
3.2.2　正式なスタッフになる
　そのような逡巡もあったが、最終的にはＢ氏は若者ミーティングをフィールドとして研
究を進めていくことを決意し、正式なスタッフとして若者ミーティングに参加するように
なった。
　実際に入ったのは2008年の秋とか。Ａ先輩（前出のＡ氏）とはちょっ
とかぶって。私がいたときは（大学院の）同期の人が２人いたので、（若
者ミーティングは）３人で（実施していて）、あと（指導教員の）先
生でやってた感じです。
　結局修論の話をしていくうちに、やっぱりアートは厳しいなってい
うことになってきて、じゃあどうするっていろいろつめていって、そ
の、アートじゃなくてスタッフとして入りながら、若者の方に行って
みたらっていう話になっていったんだと思います。
　お手伝いというかたちで。でもスタッフとしてでもいいんじゃない
かなみたいな感じに途中からなっていって、最初はやっぱりアートの
人みたいな、うん。そういうのでやってたんですよ。それがいつぐら
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いからかなあ、（2009年の）４月くらいからはちゃんとスタッフとし
てみたいなことになって。
　こうして若者ミーティングの正式なスタッフとしてのＢ氏の活動が始まった。この後、
３人のスタッフのうち２人がスタッフから外れることになり、入れ替わりに前出のＡ氏が
再びスタッフとして若者ミーティングの場に戻り、この２人が若者ミーティングのスタッ
フのコアとなる体制が完成した。それ以降、新たなスタッフが加わる／スタッフから外れ
るという変化を経つつも、現在に至るまで、この2人がミーティングの中心的なスタッフ
として活動を継続している。
４　若者ミーティングに対するスタンス
　以上が、Ａ氏、Ｂ氏が若者ミーティングのスタッフになった経緯である。それ以来両氏
とも現在に至るまでスタッフとしての活動を継続し、若者ミーティングに参加するメン
バーとの交流を続けている。そうした交流の中で、両氏は参加メンバーに対してどのよう
な思いを抱いてきたのか／抱いているのか。メンバーとどのような関係を作ろうと考えて
きたのか／考えているのか。再び両氏の語りに耳を傾けることにしよう。
4.1　参加当初に抱いた戸惑いと理解
　まず、若者ミーティングに参加するメンバーに対する印象等について、両氏は以下のよ
うに語る。
4.1.1　Ａ氏
　若者ミーティングへの参加経緯で既に述べたように、Ａ氏ははじめから自覚的に若者
ミーティングのスタッフになろうと考えていたわけではなく、いわば偶然にスタッフに
なった。そのこともあり、参加するメンバーがどのような特質を有しているのか、メンバー
に対してどのように接すればいいのか、自分自身がメンバーのことをどのように受け止め
ればいいのか等について、必ずしも十分な理解や確固たるスタンスがあるわけではなかっ
た。そのこともあって若者ミーティングの開始当初においては、メンバーに対して共感的
に接するということが難しい場面もあったという。
　参加者からのレスポンスって極端に少なくって、なんか全体的に楽
しくなさそうで常に（笑）。でも楽しくないのに毎回来るかなあ、みた
いなのがあって、当時私学生だったし余計に（そういう疑問があって）。
　（参加するメンバーのことを）ずっと悩んでいられていい身分だなっ
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て思ってました。なんかすごく（自分自身の）アグレッションが上
がってたというか。だからなんか共感的になりきれないところがあっ
て、すごい自分のそういうところが当時は刺激されて刺激されて、そ
れが辛かったですね。
　しかしこうしたＡ氏の思いは徐々に変わっていった。
　（参加メンバーが楽しくしているのかどうか良くわからないという
ような疑問については、もう一人のスタッフである）彼女と私は同期
だったので、会う機会も多くて日常的にもそういう（どう対応したら
いいのかという）会話が出来たりとか、あと先生も、いい意味でも悪
い意味でも私たちいろいろやらかしたりしたと思うんですけど、今も
そうですけど（笑）、でも叱られたということがないというか、試行
錯誤も面白がってくれたんですよ先生が。
　だから、問題を共有しやすかったというか、言いやすいというか、
ああそうだよなそれは難しいよなあとか、こうやってみて（若者ミー
ティングに参加したメンバーからの）こういう感想が来ちゃって、確
かにな、そういうこともあるかもなあなんて、共に歩んでくれる感が
あって、だから続けられたのかなと思います。
　でもやっぱりこういう仕事をしていくうちに、そうせざるを得ない
環境だったんだ、本人の責任だけじゃなくて、あ、こういう人生をた
どったら確かにこうなるよなって、無気力であるとか外にでるのが怖
いとか、あたりまえだよなって思えるようになった感じですかねえ。
　このように、Ａ氏は若者ミーティング前後のスタッフによる情報共有や振り返りなどの
場を通して、参加しているメンバーの今ここでのあり方をメンバーが歩んできた人生と関
係付けて理解し、「あたりまえだよなって思えるようになった」と述懐している。
4.1.2　Ｂ氏
　Ｂ氏もまた、初めから自覚的に若者ミーティングに関わろうとしたわけではないし、若
者ミーティングに集う若者たちのことを事前に詳しく知っていたわけでもない。それゆえ、
当初は彼ら彼女らについて、どういう人たちなんだろうという素朴な疑問を持っていたと
いう。
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　（先行して若者ミーティングを主宰していた指導教員の）先生にど
ういう人たちなんですかって聞いたら、うーん、まあ、はっきりちゃ
んとは覚えてないんですけど、お仕事してない人たちだよーみたいな。
ニートの人だよーって。そうなんですかどんな感じですかって聞いた
ら、普通やでーって言われて（笑）。
　私もともと、すごく強迫的なところがあって、仕事も終身雇用じゃ
ないと怖いーみたいな考えは大学の時からあったんです。だから大学
院まで行かせてもらったのにどうしようプー（プータロー）になっ
ちゃったらみたいな、そういう堅い考えでずっときた人なので、仕事
をしないってどういうことなんだろうって思っていたんです。
　うん、嫌悪感とかは全然なかったんですけど、どういう人たちなん
だろうなあってのはあったと思います。
　しかし、アート系のプログラムを運営することになり、実際に若者ミーティングに集う
若者たちと交流するようになって彼ら彼女らのことを知るにつれ、Ｂ氏の思いは徐々に変
化してくる。
　（なんで仕事をしないのっていう疑問は）でもそれはすごくあたり
まえのことで、さっきの話じゃないけど正論じゃないですか。でも正
論じゃ解決できない部分もあるよねってのは、こうなんとなく分かっ
てはいたんだけど、それをちゃんと口に出して形にして考えるってこ
とはあまりしないできた人だったので、（でもそういうことを）若者
ミーティングに出始めて考え始めました。
　話してみたら、学歴とか聞いても、頭いいなとか、すごいいろんな
こと知ってるし、そういう人ばっかりじゃないですけど、一般的にす
ごくこうイメージされているようなものとは違うし、そこはすごい自
分がステレオタイプみたいなふうに、（無業状態にある若者たちのこ
とを）変に思ってたんだなってのは、思いましたよね。
　その後Ｂ氏は若者ミーティングの正式なスタッフになったが、正式なスタッフになった
直後は、私でいいのだろうかという戸惑いもあったという。しかしＢ氏は、それまで試行
的に活動してきたアートの場で交流してきた若者たちとの関係を大幅に変えることはしな
かった。
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　今まではアートの人みたいな感じだったんですけど、普通のスタッ
フさんになったから、そうですね、基本的な話題とか、何をどういう
タイミングで話そうとか、そういうのはあんまり変わらなかったと思
うんですけど、でもなんか、うーん、そうですねえ、私でいいのかなっ
ていうのはありましたよね。
　（指導教員が所属する大学とは異なる大学の出身であるという意味
での）外部から来て、結局１年しか（アート系のプログラムを実施
していないし）、若者ミーティングに関しては１年も関わってないし、
でもスタッフとして入れてもらってありがたいなっていう思いはあっ
て、やっぱり顔見知りになってくると挨拶とかしてもらうじゃない
ですか。そういうふうにつながる人が増えていってるなあって感じは
あって。
　でも基本的には今までと気をつけることは変わらないんだと思うか
ら、そこだけは毎回考えていこうって思ってたんですけど。
4.2　参加メンバーへの思い
　Ａ氏、Ｂ氏は、それぞれ以上のような思いを抱きながら2008年から現在に至るまでスタッ
フを続けている。その中で、若者ミーティングに参加するメンバーに対してはどのような
思いを抱いているのだろうか。
4.2.1　Ａ氏
　あの場って、すごくスタッフが失敗とかしても、逆に最近なんかは
（参加しているメンバーの）みんながフォローしてくれたりとか、あ
れは（2008年に正式スタートしてしばらくの間の）初期では何も見え
なかったなって思います。前回、（参加メンバーの1人である）Ｃさん
が椅子を直す、机を直すってやってて、あれって最初の頃じゃ（スタッ
フが）言わなきゃ（やってもらえなかったし）、言ってもうごかない
人たちが多かったのが、徐々に徐々に言えば動ける人たちが増え、最
近だと言わなくても動ける状況が出てきたので、それだけ場に慣れて
きたってことと、慣れるまでそれだけ時間がかかるってことでもある
んですけど（笑）。
　Ａ氏のこの語りの中に登場するＣさんとは、若者ミーティングが2008年にスタートして
以来継続的に参加している古参のメンバーである。Ｃさんのようなメンバーが存在するこ
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とは、最終的には就労をゴールとする若者自立支援活動の中では、支援活動がうまく成果
をあげていない事例として考えられてしまうことがあり、Ｃさんの状況は支援現場での滞
留とみなされてしまうことになる。
　しかしＡ氏は、Ｃさんに関してそのような思いは抱いておらず、むしろその変化につい
て肯定的な評価をしている。Ａ氏はなぜそのような評価をすることができているのか。Ａ
氏は次のように語る。
　小児科で勤務してたので（実感するんですけど）、子どもの発達っ
てすさまじいじゃないですか、爆発的な発達が。人生の中でも最も発
達する時期ですけど。だってね食事を食べただけで何10グラムって体
重が増えていくんですよ。でも逆に成人の方の成長ってすごいゆっく
りなんだなって。その差がすごくあって、でもそれに気づけない位、
社会って子どもとか他の人（問題を抱えていないとされる若者たち）
のスピードに合わせて進んでるのかなあと。
　評価のポイントが、これまでの研究だと、それこそ１ヶ月後とか、
半年後とか１年後とかそういう感じだったんだと思うんですけど、た
ぶん、ああいう青年期の方だと、５年後10年後20年後みたいなレベ
ルの、そういう調査じゃないと、数値としては出ないんだろうなって。
でも、その人たちが生きてきた人生を考えると、やっぱり20年とかひ
きこもって、無職だったらそりゃ20年かかるよなとか。取り戻すとい
うか新しく構築していくのに20年かかるよなとか。
　ここでＡ氏は、どのような時間の幅で出来事を把握するのかということが重要であると
主張している。Ａ氏は小児科での勤務の経験があり、そこで爆発的な「子どもの発達」に
接してきた。その観点から見れば、Ｃさんは若者ミーティングにとどまり続け、変化がみ
られない存在ということになる。しかしＡ氏は、そういう評価をしてしまうのは我々の
社会が「子どもとか他の人」が発達し成長していくスピードがふつうだとみなしているか
らであって、そうではなく、もっと長いタイムスパンで、「その人たちが生きてきた人生」
をふまえながら評価することが重要であると主張している。
4.2.2　Ｂ氏
　Ｂ氏は、筆者の「メンバーとの関わり方についてはどう考えている？」という問いかけ
について、以下のように応答している。
363
若者自立支援活動の成果をいかに評価するか
　（若者ミーティングという場は）基本的には楽しければいいと思う
し、ここに来てくれてるってことにもきっと意味があるんだろうなと
思うんですよね。なんかほら、（若者ミーティング終了後にメンバー
に書いてもらうコメントで）今日は一言も話せなくてダメでした、み
たいなの書く人もいるじゃないですか。でもなんかダメって内省でき
ているってことなのか、してしまうってことなのか、どうなんだろう
なって。答えはないけど、そんなことを考えたりはするんですよ。
　基本的には、なんだろう、（参加するメンバーに対しては）失礼の
ないようにって（心がけていて）。なんか、嫌な思いをして帰ってほ
しくないなって思っていて、結局その、やっぱり、すごくエネルギー
を使ってきてくれている人なんだと思うし、大人数の中にいるって、
結構厳しいじゃないですか。私もあまり大人数は好きじゃないんで、
でもね、来てくれて何かこう話をしてくれるっていう、時間を過ごす
ことがこの人たちにとっては、なんか意味のあるのかなあって思って
いて。じゃあそれが何につながるのかとか、そういうことではなくて、
うん、でもきっと、来たいと思ってきてくれてるんだから、なんか、
来たいと思ってきてくれてるってところだけ、この時間は大事にした
いなあと思っていて、うん。
　Ｂ氏は、若者ミーティングのメンバーが「ここに来てくれてる」ことの意味を大切にし
たいと考えている。すでに述べたように、参加するメンバーは他者とのコミュニケーショ
ンに不安を抱えており、大人数の中で自分を表現するなどのことが苦手である。それにも
かかわらず参加してくれるということを評価し、受け止めたいという思いがうかがえる。
そうしたＢ氏の思いは、次のような具体的な行為として若者ミーティングの場で表現され
る。
　（参加するメンバーが）言ってくれたこととか、してくれたことには、
ちゃんとプラスのフィードバックをしたいなと思っていて。
　このように、Ｂ氏は参加するメンバーがスタッフや他のメンバーのために行ったことに
対して、常にそれを受け止め、反応し、肯定するようにしている。こうした反応を返すこ
とについて、Ｂ氏は次のように語る。
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　ほら今、（若者ミーティングの中間の休憩時間で食べられるように、
お菓子などを）差し入れとかしてくれる人がいるじゃないですか。毎
回、持ってきてくれる人は固定化してきてはいるんだけども、その中
には、（初めて）会った時には、ほんとに、人に興味がないのかなっ
て人もいたのに、そういう人が、みんなで食べようと思ってとか、お
いしかったので、とか、食べきれなかったから持ってきたとか、そう
いうふうに言ってきてくれるのはすごい変化だと思っていて、うん。
　だから美味しいものをもらったら美味しいですねって言うけど、ま
あ、まずいものを持ってくる人はいないんですけど（笑）、持ってき
てもらった気持ちを、すごい、ありがとうございますって、本当、簡
単なことだと思うんですけど、そういう、人にありがとうって言われ
て、うれしいって思うようなやりとりが、今までこの人たちはあった
のかなあって、ちょっと疑問に思う人もいるんですよね中には。うん。
今そういうことをしてくれるっていうその人の気持ちとか、うん、行
動とかは、尊いものだと思うので。私はすごくうれしいですって、か
つおいしいですよね、みたいな。
　この語りから、Ｂ氏の行動は、単に参加するメンバーがしてくれたことについて謝意を
示すのがマナーだということを超えて、重要な意味付けがなされていることが分かる。Ｂ
氏のみるところ、参加するメンバーの中には、「人にありがとうって言われて、嬉しいっ
て思うようなやりとり」を経験することができてこなかったのではないかと推測されるよ
うな人も存在する。しかしＢ氏は、そうした人たちが、差し入れなどを行うことができる
ようになったことは「すごい変化」であるし、そうした行動は「尊いもの」と考えている。
そのことをメンバーにはっきりと示すために、「私はすごくうれしいです」と、相手に伝
えることが重要だと考えているのである。
５　結びにかえて
　以上、若者ミーティングの沿革と、若者ミーティングを支えてきたスタッフの語りをまと
め、スタッフが若者ミーティングと参加しているメンバーに対して抱いている思いをまとめ
てきた。最後に、２人のスタッフの存在が若者ミーティングにとってどのような意味を持つ
のかを検討しながら、若者自立支援活動の「成果」をいかに評価しうるのかについて、示
唆を得ることにしたい。
　まず２人に共通するのは、若者ミーティングに集う若者たちをどのような存在として受
け止め、彼ら彼女らの行為をどのように評価するのかという眼差し、いわば評価の観点が、
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“コミュニケーション能力が向上しているか”や“就労につながることができているか”など、
“自立支援活動をする側にとって意味のあるもの”では必ずしもない、ということである。
　すでに紹介したが、Ａ氏はこのことを次のように語っている。
　（参加するメンバーは）そうせざるを得ない環境だったんだ、本人
の責任だけじゃなくて、あ、こういう人生をたどったら確かにこうな
るよなって、無気力であるとか外にでるのが怖いとか、あたりまえだ
よなって思えるようになった感じですかねえ。
　また、Ｂ氏は以下の様に語る。
　（若者ミーティングにメンバーが長く参加していることを）滞留っ
ていうふうには思ってなくて。サポステの機能を考えると、就職のあっ
せん機関ですよね。
　（でも）私、あんまり、そういう問題意識が全然なくて（笑）、申し
訳ないんですけどサポステのスタッフなのに。基本的に、お仕事して
ても来る人もいるじゃないですか。でも、お仕事にはついてなくてサ
ポステにずっといる人もいると思うんですけど、私がこの人たちのこ
とを滞留と思ってしまったら、さっきの話じゃないけど、きっとこの
人たちが来てくれてる気持ちとか、尊いものを無視してることになる
と思うんですよ。
　だから、ずーっと出ていけないって、言っちゃそうなんですけど、
ずーっと出て行かない理由は何だろなあみたいな。そういうのを考え
なきゃいけないんじゃないかなって思うんです。ただでさえ世間（の
厳しい眼差し）にさらされていたりとか、ご自身でも分かってらした
りとか。
　そういうことはアタマではわかっているんだろうから、分かってる
けどできないところに、なんで滞留してんのって言われたら、いや、
すみませんとしか言えないし、そういうことを思ったり言ったりした
ところで、じゃあ目的の就労につながるのかなあって思ったら、なん
かつながんないって気がして、なんか表面だけをさらってるような気
がしてて。それだったら楽しいと思えるところに来てもらって、元気
を持って帰ってもらった方がよっぽど健全な支援の仕方なんじゃない
かって思ってます（笑）。来ないって思ったら来ない人もいるじゃな
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いですか、自分で卒業ですって。それはそれなりに、就労につながるっ
て結果にはならなくても自分の中で区切りをつけることができたって
いう、一つの分岐点みたいなものになるんだとしたら、それはそれで
（この）場所に意味があると思うので、そういう感じで考えています。
あんまり、滞留イコール良くないみたいには思ってはいないです。
　つまり２人とも、“就労することが大切だ、そこへ向けて頑張らないといけない”という
ようないわば正論からではなく、それぞれのメンバーのたどってきた人生と時間という観
点から、メンバーの行為を見ているのである。こうした評価のあり方は、若者ミーティン
グがそこに集う若者たちにとって居心地のいい場になるためには欠かせないものであった
と考えられる。
　若者ミーティングという場は、自己信頼の回復の場として機能している。そうした場で
あるためには、そこでメンバーが行うことに対して、まずは肯定するということが重要で
ある。ではいかに肯定するのか。若者ミーティングも含めたサポステの活動の最終的なゴー
ルが利用者の就労であることは事実である。しかしこの観点からのみメンバーの行為を評
価しようとすれば、就労とは直接に結びつかないことをしているという、いわばマイナス
の評価しかすることができなくなってしまう。
　それに対して２人は、メンバーそれぞれの人生や複雑な事情をふまえて、“そうした困
難さにもかかわらず眼前のメンバーが何ができているのか”に注目する。つまり就労とい
うゴールからではなく、これまでの困難な状況からの変化に目を向けようとしている。２
人に共通するこの観点こそが、若者ミーティングという場を居心地のいいものにしている
のである。
　しかし本論文の冒頭で示したとおりサポステの活動については、“どれだけの就労実績
をあげたのか”という観点から評価されることがこれまで以上に強まってきている。そう
した観点から若者ミーティングの内容を大幅に変更し、例えばコミュニケーション能力を
向上させることを目的としたディベートの場などにしたとするなら、それは就労という不
確実なゴールへと歩みを進めようとする若者から、いわばベースキャンプとしての自己信
頼を得る場を奪うことを意味する。それは結果として、就労というゴールに辿り着くこと
を難しくさせる。
　若者ミーティングは、確かに就労に関して直接的に資するということを目指してはいな
い。しかし、若者が社会的に自立することの多様な支援の一部として意味を持つ。その重
要性を適切に把握し、若者の社会的自立へ向けたサポートをさらに実り多いものにしてい
くためにも、我々は、スタッフたちが若者ミーティングを実際に運営する中で模索し獲得
してきた、若者たちのこれまでの困難な状況を踏まえた上でそこからの変化に目を向ける
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という評価の観点に学ばねばならないだろう。
　そうですねえ、なんか、うーん、難しいですよね。若者ミーティン
グの難しさっていうのは、結局国の方針とかで有り様が変わるってい
うか、その影響力が意外に大きいんだなって。実感したんですよね。
　でも結局若者ミーティングのスタッフは揺れてないっていうのがそ
れはすごい安心感だったなって。スタッフ自身が揺れないというのが
すごくよかったし、多分スタッフがそれぞれ違う個性を持っていても
同じ方向を向いていたりとか、同じようなことを考えているのがあっ
たから揺れずにすんだかなってのもあって。
（Ａ氏の語りより）
　（就労が大事であるという“正論”などの）こっちからの押し付けっ
ていうのは、単純に自分がされてどうかって言えば嫌だなって思うん
ですよね。そしたら来なくなるし、うん。なんかそういうのはあんま
り楽しくないなって思うんですよね。
（Ｂ氏の語りより）
　付記：本研究はJSPS 科研費26381140 の助成を受けたものです. 記して感謝いたします。
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